ひとり暮らし体験事業実施要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（目的）
第1条 　この要綱は、障がい者が入所施設又は病院から生活の場を地域生活に移行することを図るためにひとり暮らしの体験の場を提供し、将来生活する場所を検討するためのひとり暮らし体験事業を実施するにあたり、必要な事項を定めることを目的とする。
　（対象者）
第2条 　ひとり暮らし体験事業（以下「事業」という。）の対象者は、次の（１）から（４）の各号いずれかに該当するものとする。ただし、現在ひとり暮らしをしているものを除く。
（1） 医療機関に入院している者
（2） 障害者支援施設等に入所している者
（3） 家族と同居している者
（4） その他、居住する松本圏域８市村（松本市、塩尻市、安曇野市、山形村、朝日村、麻績村、生坂村及び筑北村（以下「構成市村」という。）が必要と認める者
　（実施主体）
第３条　事業の実施主体は構成市村とする。
（業務の委託）
第４条　構成市村は、障害福祉サービス事業を実施する社会福祉法人等（以下「受託事業所」という。）に事業の一部を委託できるものとする。
　（業務内容）
第５条　この事業の業務内容は、次の各号に定めるものとする。
（１）ひとり暮らし体験環境整備
ひとり暮らし体験事業を実施する場所の確保及びその場所の維持管理
（2） ひとり暮らし体験支援
事業を利用する者に対し、必要な助言や居宅介護等の支援を行うこと。
（個人情報の保護）
第６条　受託事業所及び松本圏域障がい者基幹相談支援センター（以下「基幹センター」という。）は、職務上知り得た障がい者等の個人情報を保護するため、必要な措置を講じなければならない。
２　受託事業所及び基幹センターの職員は、利用者及びその家族のプライバシーの確保に万全を期すものとし、正当な理由なくその業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。また、その職を退いた後も同様とする。
　（苦情解決）
第７条　構成市村及び基幹センターは、事業に関する利用者からの苦情に迅速かつ適切に対応するため、必要な措置を講じるものとする。
　（報告書の提出）
第８条　受託事業所及び基幹センターは、実績を構成市村及び松本障害保健福祉圏域自立支援協議会（以下「協議会」という。）に報告するものとする。
　（委託料）
第９条　事業の委託料については、構成市村で協議し、別に定める。
（構成市村の責任）
第１０条　構成市村は、実施主体として受託事業所と緊密な連携を図り、事業の円滑は実施に努めるものとする。
２　構成市村は、受託事業所に対し、事業の実施状況について必要に応じて調査を行うものとし、調査の結果、業務を十分に行うことができないと認められるときは、事業の委託を取り消すことができる。
　（補則）
第１１条　この要綱に定めることのほか、必要な事項は構成市村及び協議会が協議し、別に定めることができる。
附　則
[bookmark: last]この要綱は、令和２年４月１日から施行する。


